
市
政
推
進
の
基
本
的
な
考
え
方

我
が
国
に
お
い
て
は
︑
景
気
の
緩
や
か
な
回
復
が
見
ら
れ
る
も

の
の
︑
本
市
の
よ
う
な
地
方
都
市
に
お
い
て
は
︑
景
気
回
復
の
実

感
が
わ
か
な
い
の
が
実
情
で
す
︒
ま
た
︑
５
月
に
﹁
日
本
創
生
会

議
﹂
が
発
表
し
た
試
算
に
よ
る
と
︑
今
後
30
年
間
で
︑
20
歳
代
︑

30
歳
代
の
女
性
が
半
減
す
る
自
治
体
が
︑
道
内
で
147
市
区
町
村
に

も
達
す
る
と
さ
れ
て
お
り
︑
本
市
に
お
い
て
も
32
・
５
％
が
減
少

す
る
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
︒
人
口
の
減
少
や
高
齢
化
が
進
展
す

る
一
方
で
︑
社
会
保
障
関
連
経
費
は
年
々
増
大
し
︑
今
年
度
末
に

は
国
の
長
期
債
務
残
高
が
１
千
兆
円
の
大
台
を
超
え
る
見
込
み
と

な
っ
て
い
る
な
ど
︑
今
後
も
︑
地
方
自
治
体
の
運
営
は
厳
し
い
状

況
が
続
く

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
︑
10
年
先
︑
20
年
先
を
見
据
え
て
︑

健
全
な
財
政
運
営
を
基
調
に
︑
基
礎
自
治
体
と
し
て
調
和
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
︑
総
合
計
画
を
政
策
の
基
本
と
し
な

が
ら
︑
効
果
的
︑
効
率
的
な
市
政
運
営
に
努
め
ま
す
︒
ま
た
︑
民

間
の
発
想
力
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
︑
地
域
の
資
源
と
特
性
を

活
か
し
な
が
ら
︑
明
る
く
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
の
着
実
な
推
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
︑
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
︒

我
が
国
に
お
い
て
は
︑
景
気
の
緩
や
か
な
回
復
が
見
ら
れ
る
も

の
の
︑
本
市
の
よ
う
な
地
方
都
市
に
お
い
て
は
︑
景
気
回
復
の
実

感
が
わ
か
な
い
の
が
実
情
で
す
︒
ま
た
︑
５
月
に
﹁
日
本
創
生
会

議
﹂
が
発
表
し
た
試
算
に
よ
る
と
︑
今
後
30
年
間
で
︑
20
歳
代
︑

30
歳
代
の
女
性
が
半
減
す
る
自
治
体
が
︑
道
内
で
147
市
区
町
村
に

も
達
す
る
と
さ
れ
て
お
り
︑
本
市
に
お
い
て
も
32
・
５
％
が
減
少

す
る
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
︒
人
口
の
減
少
や
高
齢
化
が
進
展
す

る
一
方
で
︑
社
会
保
障
関
連
経
費
は
年
々
増
大
し
︑
今
年
度
末
に

は
国
の
長
期
債
務
残
高
が
１
千
兆
円
の
大
台
を
超
え
る
見
込
み
と

な
っ
て
い
る
な
ど
︑
今
後
も
︑
地
方
自
治
体
の
運
営
は
厳
し
い
状

況
が
続
く
と
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
︒

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
︑
10
年
先
︑
20
年
先
を
見
据
え
て
︑

健
全
な
財
政
運
営
を
基
調
に
︑
基
礎
自
治
体
と
し
て
調
和
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
︑
総
合
計
画
を
政
策
の
基
本
と
し
な

が
ら
︑
効
果
的
︑
効
率
的
な
市
政
運
営
に
努
め
ま
す
︒
ま
た
︑
民

間
の
発
想
力
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
︑
地
域
の
資
源
と
特
性
を

活
か
し
な
が
ら
︑
明
る
く
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
の
着
実
な
推
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
︑
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
︒

も
っ
と
も
ち
米
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

６月６日(金)に開会された平成26年第２回名寄市議会定例会に

おいて、加藤市長が今年度の市政運営の方針について、小野教

育長が教育行政運営の方針について述べました。（本紙では概

要を掲載します）

市政執行方針
明るく元気なまちづくりの推進へ
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市民と行政の協働によるまちづくり市民と行政の協働によるまちづくり

市民参画・健全財政

交流活動
・国内外との交流
・地域おこし協力隊
・ちょっと暮らし
体験施設の整備

コミュニティ活動
・まちづくり推進
事業

・地域連絡協議会
交付金

・町内会活動支援

広域行政・健全財
政・行政運営

・テッシ・オ・ペ
ッ賑わい創出協
議会

・市ホームページ
の刷新

・職員研修の拡充

教育・文化・スポーツ

地域文化の継承
と創造

・市民ホール｢EN- 
RAY｣整備

・舞台芸術劇場補
助金

大学教育
・大学図書館建設
実施設計

・精神保健福祉士
養成課程設置

・公開講座

青少年の健全育成
・放課後児童クラ
ブおよび学童保
育の適正配置や
環境整備

心豊かな人と文化を育むまちづくり心豊かな人と文化を育むまちづくり
地域福祉・高齢者

福祉
・次期、高齢者保
健医療福祉計画

・障がい者福祉実
施計画の策定

・医療バス等運行
・命のカプセル

子育て支援
・子ども・子育て
支援事業計画策定

・乳幼児医療給付
の独自拡大

・子育て応援事業
・親子バスツアー

地域医療
・市立総合病院精
神科病棟運用お
よび駐車場整備
など

・市立総合病院施
設整備

安心して健やかに暮らせるまちづくり安心して健やかに暮らせるまちづくり

保健・医療・福祉

都市環境整備
・ひと・ほし・環
境にやさしい灯
り事業

・地域交通対策
・北斗・新北斗公
営住宅建設

循環型社会形成
・一般廃棄物最終
処分場建設事業

・小型家電リサイ
クル

消防・防災
・消防・救急無線
デジタル化事業

・防災コミュニテ
ィ通信事業

自然と環境にやさしく快適で安全なまちづくり自然と環境にやさしく快適で安全なまちづくり

生活環境・都市基盤

農業･林業
・もっともち米プ
ロジェクト

・薬用植物振興
・農業担い手支援
・優良後継牛対策

商業・雇用
・中小企業振興条
例の見直し検討

・よろーな管理運
営事業（賑わい
づくり事業委託)

観光・移住促進
・ひまわり観光推進
・ご当地グルメ推進
・合宿推進
・日本ハムファイ
ターズ応援大使

・ひまわりリレー
ラン

創造力と活力にあふれたまちづくり創造力と活力にあふれたまちづくり

産業振興

平成26年度の
おもな取り組み

台
湾
と
の
交
流
︵
国
際
交
流
︶

子
育
て
支
援
の
拡
充

執行方針と肉付け予算

エン

レイ
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学
校
教
育
で
は
︑
平
成
26
年
度
名
寄
市
学
校
教
育
推
進
計
画
に
基
づ

き
︑
学
習
指
導
要
領
の
理
念
で
あ
る﹁
生
き
る
力
﹂を
育
て
る
た
め
に
︑

学
校
と
家
庭
︑
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
教
育
活
動
の
推
進
を
目
指
し
︑

次
の
５
つ
の
重
点
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
︒

・確かな学力の推進
・地域の教育資源の積極的
な活用

・教員の指導力向上と授業
改善など

・道徳教育の充実
・｢いじめ防止基本方針｣の
策定など、いじめ不登校
への対応

・｢早寝､早起き､朝ごはん｣
運動などの充実

・巡回教育相談の充実
・個別の支援計画｢すくらむ｣
の普及

・地域ぐるみの安全・安心
な教育環境づくり

・学校施設の改修と耐震化
の推進

・教職員の服務規律の保持
・学校評価制度の充実

学
校
教
育

教育執行方針

学校教育の
取り組み

確かな学力を
育てる教育の育成

信頼される
学校づくりの推進

豊かな心と健やかな
体を育てる教育の推進

安全・安心な
教育環境の整備

特別支援教育
の推進

心豊かな人と文化を育むまちづくり

市
教
育
委
員
会
で
は
︑
国
で
策
定
さ
れ
た
第
２
期
教

育
振
興
基
本
計
画
や
北
海
道
教
育
委
員
会
の﹁
自
立
﹂と

｢

共
生｣

を
基
本
理
念
と
し
た
北
海
道
教
育
推
進
計
画
に

基
づ
き
︑
﹁
心
豊
か
な
人
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く

り
﹂
を
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
お
け
る
基
本

目
標
と
し
て
︑
市
民
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
る
教
育
行

政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
︒

本
市
は
︑
幼
稚
園
︑
小
・
中
学
校
︑
高
等
学
校
︑
市

立
大
学
を
抱
え
る
教
育
都
市
で
あ
り
︑
将
来
の
地
域
を

支
え
る
人
材
を
育
て
る
大
き
な
役
割
と
責
任
を
担
っ
て

い
ま
す
︒

市
教
育
委
員
会
と
し
て
は
︑
こ
れ
ま
で
以
上
に
学

校
︑
家
庭
︑
地
域
社
会
と
連
携
を
深
め
な
が
ら
︑
本
市

の
教
育
の
振
興
と
発
展
に
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
︒
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・市民講座の充実など
・図書館機能の充実と読み
聞かせ活動の推進

・小惑星発見プロジェクト
の充実

・文化振興条例の制定
・市民ホール｢EN-RAY｣の
整備

・名寄岩の生誕100年に関
連した記念展の開催

・家庭教育支援講座の実施
・｢家庭教育サポート企業制度｣
の啓発

・スポーツ施設の環境整備
・スポーツ人口の拡大や各
種スポーツ大会の支援など

・へっちゃＬＡＮＤの実施
や杉並区の子どもたちと
の交流

・青少年の問題行動の未然
防止や適切な指導

・放課後子ども教室など、
学習習慣の定着

社
会
教
育

社会教育の
取り組み

青少年の健全育成

生涯学習機会
の提供

豊かな地域文化の
継承と創造

生涯スポーツの
振興

家庭教育の推進

社
会
教
育
で
は
︑
平
成
26
年
度
名
寄
市
社
会
教
育
の
重
点
に
基
づ
き
︑

市
民
が
生
き
が
い
の
あ
る
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
生
涯
学
習
社
会

の
実
現
を
目
指
し
︑
５
つ
の
重
点
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
︒ 社

会
教
育
で
は
︑
平
成
26
年
度
名
寄
市
社
会
教
育
の
重
点
に
基
づ
き
︑

市
民
が
生
き
が
い
の
あ
る
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
生
涯
学
習
社
会

の
実
現
を
目
指
し
︑
５
つ
の
重
点
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
︒

運動会運動会

市立天文台きたすばる市立天文台きたすばる平成27年5月オープン予定の市民ホール｢EN-RAY｣平成27年5月オープン予定の市民ホール｢EN-RAY｣

本の読み聞かせ本の読み聞かせ

へっちゃＬＡＮＤへっちゃＬＡＮＤ市民水泳大会

高齢者との交流高齢者との交流

市長と教育長との懇談会市長と教育長との懇談会

執行方針と肉付け予算

エ ン レ イエ ン レ イ

エ ン レ イ

 7 平成２６年７月号



平
成
26
年
度
肉
付
け
予
算
に
伴
う
お
も
な
事
業

平
成
26
年
度
の
名
寄
市
の
予
算
は
︑
本
紙
４
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
︑
４

月
に
市
長
選
挙
を
控
え
て
い
た
こ
と
か
ら
︑
１
年
間
の
行
政
活
動
経
費
を
全
て
計
上

す
る｢

通
年
予
算｣
で
は
な
く
︑｢

骨
格
予
算｣

と
し
て
編
成
し
て
い
ま
し
た
︒

今
回
︑
６
月
議
会
に
お
い
て
加
藤
市
長
の
公
約
を
含
め
た
政
策
的
な
予
算
︵
肉
付

け
予
算
︶
を
提
案
し
可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
︑
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
︒

現在の市ホームページは平成21年に更新されたもので、すでに５
年が経過しています。機器更新とともに、より使いやすいホームペ
ージをつくります。

①案内機能を強化し、より検索しやすいものにします。
②高齢者、障がい者の方に配慮したものにします。
③スマートフォンへの対応をはかります。

ホームページ更新事業
1,100万円

新規事業総務費

当初予算では台湾野球少年団との交流事業を計上したところです
が、肉付け予算では、教育旅行誘致を中心とした経費を計上してい
ます。

①日本政府観光局負担金
②名寄市・台湾交流実行委員会補助金
③教育旅行アドバイザー謝礼

５万円
287万６千円
18万４千円

台湾交流事業
528万６千円

継続事業総務費

本市では、北海道基準にあわせて乳幼児等医療費助成を実施してきました。
国が消費税を財源とした社会保障に取り組むことを踏まえ、肉付け予算では、子育て支

援に独自の拡大策を打ち出しました。
比較的年齢が若い就学前児童の保護者に対してサービスの拡大を図り、子どもが健康に

過ごせる環境を提供します。就学前児童については、入院・通院費用とも無料とし、小学
生については入院費用を無料にします。

乳幼児等医療給付事業
4,792万円

継続事業(拡充)民生費

市民との協働による「もち米の里なよろ」の形成を目的として「もっともち
米プロジェクト」の展開を推進し、もち米の消費拡大と名寄産もち米のブラン
ド化を通じた経済的な効果を目標とします。
  ①市民の誇りづくり
  ②まちのもち食文化づくり
  ③もち米の新たなマーケットづくり
  ④プロモーションの展開と名寄のファン（交流人口）づくり
  これら４項目を柱として、５カ年の継続事業として取り組みます。

もっともち米プロジェクト事業
536万５千円

農林業費 継続事業
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性選別受精による雌牛の生産拡大について助成します。安定的な生乳生産の基盤
づくりと、出荷量の拡大を目標とします。
従来受精単価が高価であったため、取り組む畜産農家が少なかったものですが、

道北なよろ農業協同組合との協調補助により、利用の拡大を図ります。
※該当牛について、１～２回目までを補助対象とします。

優良後継牛対策事業補助金
60万円

農林業費 新規事業

徳田地区の豊栄川流域は、大雨時にたびたび氾濫し、周辺に被害を及ぼし
てきた経緯があります。今回、北海道の事業により遊水地が整備されること
にあわせて、名寄産業高校敷地や旧国鉄敷地からの排水能力を高め、災害を
未然に防止する工事を実施します。

徳田地区流域排水整備事業
3,800万円

土木費 新規事業

交通量の多い幹線道路では街路灯整備が進んでいますが、それ以外は旧来の「丸傘に白熱球・水銀
灯｣といった防犯灯で、寿命が約３年と短く､また照度も低下していることから、これらを長寿命で電
気料も安価な「ＬＥＤ防犯灯」に切り替える事業です。
ただし､対象範囲が広いため､２カ年で優先的に通学路と大通りの外灯からの着手を予定しています｡
ＬＥＤ照明により光の拡散を防ぎ、市立天文台｢きたすばる｣での良好な観測環境にも配慮します。

ひと・ほし・環境にやさしい灯り事業
3,003万円

土木費 新規事業

平成27年５月オープンを目指し、市民ホール｢EN-RAY｣の建設を進めています。
新施設では、地方においても中央と同じような舞台芸術に親しむ機会を提供するとともに、市民自

らが企画し、参加する「地域に根差した文化の創造」を図る必要があります。
このため、同補助金に平成27年に予定されている市民による文化事業への補助等を追加し、活気あ

るホール運営を目指します。肉付け予算では事業４本分で160万円を追加します。

舞台芸術劇場補助金
280万円

教育費 継続事業

過去には、スキー競技を中心に約6,000人の合宿利用がありましたが、近年はその半分を割り込む
利用状況にあります。
また、平成28年度から、本市でスキーノルディック競技によるジュニアオリンピックの開催が決定

しており、ウィンタースポーツを主体に合宿利用推進に向けた取り組みを進めます。
現状分析と課題解決に向けた方策を検討する事業とし､地域に対する効果も多方面から検討します。

合宿推進事業費
230万円

教育費 新規事業

執行方針と肉付け予算

エ ン レ イ
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